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2002年
ねん

8月
がつ

26日
にち

から9月
がつ

4日
か

まで、南
みなみ

アフ

リカ共
きょう

和
わ

国
こく

のヨハネスブルグで、国
こく

連
れん

の「持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

に関
かん

する世
せ

界
かい

サミット」（ヨハネス

ブルグサミット）が開
ひら

かれました。10年
ねん

前
まえ

、ブラジルのリオデ

ジャネイロで開かれた「地
ち

球
きゅう

サミット」で、各
かっ

国
こく

は、環
かん

境
きょう

を守
まも

り、エネルギーや資
し

源
げん

を保
ほ

全
ぜん

しながら続
つづ

けられる開
かい

発
はつ

（持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

）の

ために行
こう

動
どう

することを約
やく

束
そく

しました。しかし、その後、世界は、環
かん

境
きょう

を守
まも

り資
し

源
げん

を保
ほ

全
ぜん

できるようになったのでしょうか？

今
いま

、地
ち

球
きゅう

の人
じん

口
こう

は60億
おく

人
にん

をこえました。過
か

去
こ

50年
ねん

の間
あいだ

に2.4倍
ばい

に増
ふ

え、

今も増
ふ

えつづけています。世
せ

界
かい

の5人
にん

にひとりは、1日1米ドル（およそ

120円
えん

）にも満
み

たない収
しゅう

入
にゅう

しかなく、とても貧
まず

しい生
せい

活
かつ

を強
し

いられていま

す。安
あん

全
ぜん

な飲
の

み水
みず

を得
え

られない人びとは、およそ11億
おく

人
にん

に達
たっ

しています。
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安
あん

全
ぜん

な水
みず

を手
て

に

入
い

れられる割
わり

合
あい

（2000年）

ジンバブエのビンガ地
ち

区
く

は貧
まず

し

地
ち

域
いき

です。ここで暮
く

らす11歳
さい

の

ピカイは、お母
かあ

さんが病
びょう

気
き

にた

学
がっ

校
こう

をやめるほかありませんでし

んも病
びょう

気
き

がちで、シュピカイは

の妹
いもうと

をどうにか食
た

べさせて、世
せ

ればならなかったのです。

家
いえ

にはトイレがなく、お母
かあ

さん

りをくり返
かえ

していました。シュピ

つも注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く穴
あな

をほって、それ

ましたが、家
か

族
ぞく

はみんな病
びょう

気
き

が

がありました。

調
しら

べてみよう！
あなたの家

いえ

の飲
の

み水
みず

は、どこから

きて、どこへ流
なが

れていくのか、水

になったつもりで調
しら

べてみよう。
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安
あん

全
ぜん

な飲
の

み水
みず

を手
て

に入
い

れ

子
こ

どもが守
まも

られる世
せ

界
かい

は
環
かん

境
きょう

も守
まも

られる世
せ

界
かい

都
と

市
し

と
農
のう

村
そん

サミットは、全
ぜん

世
せ

界
かい

の国
くに

ぐ

にが協
きょう

力
りょく

して、環
かん

境
きょう

を守
まも

り、

貧
ひん

困
こん

をなくし、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

をすすめることを約
やく

束
そく

した

実
じっ

行
こう

計
けい

画
かく

書
しょ

と宣
せん

言
げん

文
ぶん

を採
さい

択
たく

して閉
へい

会
かい

しました。これから、

それが実
じっ

行
こう

にうつされるよう

に、みんなではたらきかけて

いくことが求
もと

められています。

「本
ほん

当
とう

に持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

を達
たっ

成
せい

するた

めには、子どもにふさわしい世
せ

界
かい

をつく

らなければなりません。安
あん

全
ぜん

な水
みず

やきれ

いなトイレを整
ととの

えるといった簡
かん

単
たん

なこと

が、子どもの命
いのち

を守
まも

るだけでなく、多
おお

く

の子
こ

どもたちを学
がっ

校
こう

に通
かよ

わせることにも

つながります。そして、しっかりと教
きょう

育
いく

を受
う

けた子どもたちは一
ひと

世
せ

代
だい

でも大きな

変
へん

化
か

をもたらすことができるのです」

ユニセフのキャロル・ベラミー事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

は、
サミットで次

つぎ

のように話
はな

しました。

0％～25％の国
くに

26％～50％の国
くに

51％～75％の国
くに

76％～90％の国
くに

91％～100％の国
くに

データなし

安
あん

全
ぜん

な飲
の

み水
みず

を

手
て

に入
い

れられる

人
ひと

の割
わり

合
あい

が…



★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

ヨハネスブルグサミットでの�
子どもたちのスピーチ

2002  冬号　No.3

5UNICEF CHILDREN'S NET NEWS No.3

私
わたし

たちは、10年
ねん

前
まえ

のリオデジャネイロ会
かい

議
ぎ

のときはま

だ赤
あか

ちゃんでした。でも、ここでうったえたいことは、

そのときに話されたことばかりです。世
せ

界
かい

の子どもた

ちはがっかりしています。なぜなら、多
おお

くのおとなが

お金
かね

や富
とみ

にしか興
きょう

味
み

がなく、私たちの未
み

来
らい

に深
しん

刻
こく

な影
えい

響
きょう

を与
あた

える問
もん

題
だい

のことを考
かんが

えてくれないからです。

あなたの子どもたちのことを考
かんが

えてください。…どん

な世
せ

界
かい

を彼
かれ

らに望
のぞ

みますか？

私たちの声
こえ

を聞
き

いてください。そして、私たちすべて

が幸
しあわ

せに生
い

きられるような選
せん

択
たく

をしてください。

世界中の政府は
●開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

のすべての人が安
あん

全
ぜん

な水
みず

を手
て

に入
い

れられ

るようにしてください

●（二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の排
はい

出
しゅつ

を制
せい

限
げん

する）京
きょう

都
と

議
ぎ

定
てい

書
しょ

に署
しょ

名
めい

してください。私たちは、真
ま

夏
なつ

に雪
ゆき

がふるんじゃない

かなんて心
しん

配
ぱい

するのはもうごめんです

●一
ひと

家
か

族
ぞく

あたりの車
くるま

の数
かず

を制
せい

限
げん

してください

●すべての子どもたちが、無
む

料
りょう

で保
ほ

健
けん

サービスを受
う

けら

れるようにしてください

●植
しょく

林
りん

することなく木
き

を切
き

るのはやめてください

●貧
まず

しい人や子どもたちを支
し

援
えん

するためにもっとお金
かね

を

使
つか

ってください

世
せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

びとは
●歩
ある

いたり、自
じ

転
てん

車
しゃ

を使
つか

ったり、車
くるま

の相
あい

乗
の

りをしたり、

（車
くるま

を使
つか

わない）交
こう

通
つう

手
しゅ

段
だん

をもっと使
つか

いましょう

●ごみを減
へ

らし、もう一
いち

度
ど

使
つか

い、リサイクルを進
すす

めま

しょう

●多くの政
せい

府
ふ

が、環
かん

境
きょう

や人びとにあまり配
はい

慮
りょ

しない人

たちによって簡
かん

単
たん

に動
うご

かされてしまうことを心
しん

配
ぱい

して

います。ほかの惑
わく

星
せい

を代
か

わりに買
か

うなんてことはでき

ないのです。罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

は刑
けい

務
む

所
しょ

に送
おく

られます。な

ぜ、環
かん

境
きょう

や子どもを傷
きず

つける国
くに

ぐにを罰
ばっ

することが

そんなにむずかしいのでしょう？

鏡
かがみ

をのぞいて、こう言
い

えますか？「子どもには未
み

来
らい

が

ある、安全な水を手に入れられる、貧
ひん

困
こん

や汚
お

染
せん

された

環
かん

境
きょう

で生きなくてもよい。なぜなら私
わたし

たちが行
こう

動
どう

する

のだから」と。そんなにたくさんのことをお願
ねが

いして

いるとは思
おも

いません。いいスピーチだったね、とほめ

られるより、みなさんが行動してくれることを願います。

（一
いち

部
ぶ

抜
ばっ

粋
すい

翻
ほん

訳
やく

）

ヨハネスブルグサミットでは、4人の子
こ

ども代
だい

表
ひょう

が

スピーチをおこない、子どもたちの声
こえ

を伝
つた

えました。

みなさんなら、どんなことをうったえたいですか？

は貧
まず

しい人
ひと

が多
おお

い

1歳
さい

の女
おんな

の子
こ

シュ

気にたおれたとき、

んでした。お父
とう

さ

イは、1歳
さい

と3歳

て、世
せ

話
わ

をしなけ

母
かあ

さんはひどいげ

シュピカイは、い

それをうめてい

病
う

気
き

がうつる危
き

険
けん

それに、井
い

戸
ど

もないので、シュピカイは水
みず

を入
い

れると20kgもの重
おも

さになるバケツを持
も

って、3kmもはなれた水
みず

場
ば

まで1日
にち

に何
なん

度
ど

も往
おう

復
ふく

しなければなりませんでした。水
みず

場
ば

といっても、ただ穴
あな

をほって水
みず

がわき出
だ

して

いるだけのところで、おおいもされていませ

ん。重
おも

いバケツを頭
あたま

にのせて、家
いえ

に帰
かえ

るの

に40分
ぷん

はかかります。

この問
もん

題
だい

をどうしたらいいのかしら？と聞
き

かれたときシュピカイはすぐさま答
こた

えました。

「水
みず

よ！水。水さえ近
ちか

くにあれば、問
もん

題
だい

の半
はん

分
ぶん

は解
かい

決
けつ

するの。それに、もしトイレがあれ

ば、お母
かあ

さんは楽
らく

になると思
おも

うわ。両
りょう

親
しん

や

妹
いもうと

の世
せ

話
わ

をするのだって、とても簡
かん

単
たん

にな

るし」

ユニセフが支
し

援
えん

するプログラムがこの地
ち

区
く

ではじまり、とうとう、シュピカイの家
いえ

にも

井
い

戸
ど

とトイレができました。お父
とお

さんはれん

がをつみ、トイレ用
よう

の穴
あな

をほりました。建
けん

設
せつ

してくれた人たちには、にわとりややぎでお

礼
れい

を払
はら

いました。

このできごとの後
あと

、シュピカイの毎
まい

日
にち

の

仕
し

事
ごと

はずっと楽
らく

になり、数
すう

ヶ
か

月
げつ

のうちに、も

う一
いち

度
ど

学
がっ

校
こう

にもどることができました。

調
しら

べてみよう！
バケツにいっぱい水

みず

を入
い

れて持
も

ち上
あ

げてみよう。どれくらい重
おも

いかな？

それから、あなたの家
いえ

で1日に

使
つか

う水の量
りょう

を調
しら

べ、同
おな

じ量の水

をバケツに入れると何
なん

杯
ばい

分
ぶん

にな

るのか調
しら

べてみよう。

TR
Y

に入
い

れられる人
ひと

の割
わり

合
あい
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※この地
ち

図
ず

は国
こっ

境
きょう

等
とう

の法
ほう

的
てき

地
ち

位
い

についてユニセフの

立
たち

場
ば

を示
しめ

すものではありません。

（出
しゅっ

典
てん

：ユニセフ・ホームページより）




